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　3月12日（土）、13日（日）の２日間に渡って開催された「隠岐世界ジオパーク英語キャンプ（知夫・海士）」

に、島前高校の生徒（15名）や隠岐高校の生徒（16名）、隠岐島内のALT、国際交流員などが参加しました。

　知夫で行われたキャンプでは、高校生がグループごとに赤ハゲ山、漁業、皆一踊りなどについて説明を受け、

それらを iPad を使い英語で紹介するといった短編映像を作りました。他校の学生と一緒に英語を学ぶ事や、

知夫について知る事は、生徒達にはとても新鮮だったようです。今後この動画は、本協議会のホームページに

掲載する予定です。また、その中のグループが訪れた松
しょうようじ

養寺には、文
もんがくしょうにん

覚上人のお墓がありますが、文覚上人と

言えば西ノ島にもゆかりのある人ですよね。来居から別府へ向かうフェリーや内航船に乗り、西ノ島の山を見

ると、白い岩肌が目立つ場所があります。そこにある洞窟（文
もんがくくつ

覚窟）は、昔、文覚上人が修行し、亡くなった

場所と云われています。
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　集落支援員の吉野です。１月２８日（木）、倉ノ谷地区にて「二
にじゅうはちこう

十八講」と呼ばれる伝統
行事が行われ、作業のお手伝いや食事会に参加させていただきました。
　西ノ島町に住んでいる方にもあまり知られていない珍しい伝統行事を紹介させていただきます。

お問い合わせ先：　別府支所（西ノ島町役場地域振興課内）　集落支援員　
　　　　　　　　　電話：７－８１３１　FAX：７－８０２５
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　毎年１月２８日に行われるこの行事は、いつ頃始まったのかは不明ですが、五穀豊穣や無病息災を願い地区の
住民により大切に受け継がれてきました。
　昔から蛇は信仰の対象で、しめ縄や鏡餅も蛇の象徴と言われていますが、作られる大蛇の大きさ（約１０メート
ル）に驚きました。以前はさらに長く１５～２０メールのものが作られ、大勢の住民で担いでいたとのことでした。
私もしっかり担がせていただきました。（ご利益がありますように）
　昔は大きな御神木 ( 松の木 ) に大蛇を巻き付けていましたが、その木が枯れてしまったため、現在は、荒神さ
んと呼ばれる社の近くの木々に竹を渡し、竹に大蛇を巻きつけます。
　社は、道路から数十メートル入った民家からほど近い小高い所にありますが、そこは広葉樹が広がり、落葉を
踏み締める音と小鳥のさえずりだけが聞こえてくるような、空気の澄んだ神聖な場所でした。深呼吸をしながら、
しばし昔の人が登った情景を想い描いて見ました。
　時代の移り変わりとともにやり方を変えざるを得なかったり、世帯の減少や高齢化等により参加者が少なるな
ど問題はありますが、この貴重な伝統行事が今後も続けて行かれることを願っています。
　私自身参加するまでこのような行事があることを知りませんでした。西ノ島町にはまだまだ知らない行事があ
るかもしれません。
　終わりになりますが、区長さんはじめ皆様に作業や食事会に参加させて頂いたことに感謝を申し上げ、集落支
援として今後も機会があればいろんな行事に積極的に参加させて頂きたいと思っています。

①はじめに材料となる藁を
　そぶります

②大蛇の頭を作ります ③どんどん胴体が長くなります
　地面に置かない決め事があります

④胴体が完成し、編み上げが
　終わります

⑤荒神さん（社）まで担いで
　運びます

⑥途中清めに口を海水に浸け、
　お供え用の藻葉を集めます

⑦到着したら木々に渡した
　竹に巻付けます

⑧最後に全員でお神酒を飲んで
　行事は終了です

⑨行事の後は、食事会とビンゴ
ゲームで楽しみました


